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乳酸菌バクテリオシン実用化への試み
クオーク・バイオ有限責任事業絡会

九州大学大学院農学研究院・ わず、繁粉を除隊した乳酸菌発

関50空襲ニ教授らのグループが生 産事産物の生産を目指している。
み出した乳酸菌パクテリオご

' 来事IJ用資源を手L態発言事
ン。その生産・有効利用技術の

実用{むを目指し、 2007年12月に
クオーク・バイオ有限賓任事業

組合が綬立された。

同組合は、信元教授 (九大}

とオ F ム乳業(福岡県大牟田

市)、熊本製粉 (熊本県熊本

市)の地元企業2社が出資する
バイオペンチャー。天然乳酸菌

と九州i1l1の飯事専にこだわり、遺

伝子緩み換え微生物や際務iま使

新製法l立米利用資源 {焼酎
粕)を乳酸発膨させ、独自分際

法によりパクテリオシンを摘出

すると同時に、残りの栄養価の

i!iい発酵副産物を機能性発軍事調

味務として利用できる。従来の

低純度パクテりオシンの課題

{不安定、不溶解、発酵臭)を

解決した商品質パクテリオシン

を中心に、サニタリーや農水畜

産分野でさまざまな研究開発が

遂行中。その-$を紹介する。

1つ自はアルコール消怒声l
だ。サニタリー分野では、食中

毒菌、耐熱芽胞E置や薬剤耐性留
といった有害微生物が多く、広

い抗菌スペクトルが求められ

る。そこで、パクテリオシンの

抗菌スペクトルを広げるため、

アルコールを組み合わせた。一

般的なアルコール治毒剤の約半

分以下にアルコールを減らし、

ヒトや環境に配慮しながら、殺

菌の即望書性効果はそのままで新

たに ‘持続性、という殺菌効果

を付加した {特許出願中)。

8軍事jのウシ剥房炎が治癒

2つ自はウシ乳房炎予妨・治
療剤だ。現在、酪.. 分野で深刻

な乳房炎の治療には抗偉物質が

使われているが、生乳中の残留

に対する懸念と耐性留の問題が

あり、それに代わる安全性の高

い治療斉唱が求められている。そ

こで、安全性の高いパクテリオ

シンを車111目した予防・治療淘lを
側発、乳房炎に感築したウシを
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用いた臨床君主験を行った=写

真。その結果、約8割の治簸効
果をi¥11認された {特許出願

中)。

組合では多種多様のりてクテ

リオシン嶋をつくる乳酸菌をも

っており、今後もユニークで魅

力的なパクテリオシンを提供し

ていく方針だ。
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次回は6月15日に掲量産


